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要旨 

他自治体で比較的高い濃度で検出された事例のある生活由来化学物質 18 物質について、川崎市内河川における環境

濃度の実態調査を行った。多数の物質で、夏季や秋季に比べ、冬季や春季に濃度が高くなる傾向が見られた。18物質の

うち、予測無影響濃度（PNEC）の情報が得られる14物質について、本調査の実測濃度（EC）を用いてEC/PNECを算出す

ると、５物質の生態リスクがＡ（詳細な評価を行う候補と考えられる）と判定された。 

 

キーワード:生活由来化学物質、医薬品、液体クロマトグラフ質量分析法 
Key words: Pharmaceutical and Personal Care Products, LC/MS/MS 
 
１ はじめに 
昨今の調査研究では、網羅分析により環境中に存在す

る化学物質の同定を行い、さらに、同定された物質につい

て環境濃度の実態把握を行い、リスク評価を行う事例が

増えている。また、その中で、医薬品をはじめ、農薬など

の生活由来化学物質が予測無影響濃度（以下、PNEC）を超

過する事例が報告されている。医薬品については、特定の

受容体に作用するように製造された化合物であり、微量

でも生態系に影響を及ぼす可能性が否定できない状況と

なっている。そこで、他自治体で比較的高濃度で検出され

た事例のある生活由来化学物質18物質について、市内河

川における実態調査を実施したので、結果について報告

する。 
 

 

 

２ 調査方法 
2.1 調査物質 
PNEC1)を超過しているもしくは比較的高い濃度で検出

された事例のある18物質を調査対象とした。調査対象物

質とその用途及びPNECを図１に示す。 

2.2 調査地点及び試料採取 
調査地点は図２に示す河川９地点であり、季節間にお

ける環境濃度の変動の把握を目的として計５回調査を実

施した。 
さらに、地点①～⑤は詳細な環境濃度の実態把握を目

的として、多摩川水系で３地点（①～③）、鶴見川水系で

２地点（④及び⑤）を選定し、2020年８月から2021年７

月まで月１回調査を実施した。試料採取日を表２に示す。 
なお、試料採取にあたっては、いずれもステンレス製バ

ケツを用いて表層水を採取し、冷暗状態で研究所に持ち

帰り、分析時まで４ ℃以下で保存した。 
 

 

図１ 調査対象物質とその用途及びPNEC 
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図２ 調査地点 
 

表２ 試料採取日 
地点

No. 
調査地点名 

令和２年 令和３年 調査

回数 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 

① 三沢川・一の橋 12日 16日 21日 4日 8日 13日 3日 4日 6日 11日 1日 14日 12回 

② 二ヶ領本川・堰前橋 12日 16日 21日 4日 8日 13日 3日 4日 6日 11日 1日 14日 12回 

③ 平瀬川・平瀬橋 12日 16日 21日 4日 8日 13日 3日 4日 6日 11日 1日 14日 12回 

④ 麻生川・耕地橋 12日 16日 21日 4日 8日 13日 3日 4日 6日 11日 1日 14日 12回 

⑤ 矢上川・日吉橋 12日 16日 7日 4日 8日 13日 3日 3日 6日 11日 1日 14日 12回 

⑥ 五反田川・追分橋 12日 - 21日 - 8日 - - 4日    14日 5回 

⑦ 二ヶ領用水・今井仲橋 12日 - 21日 - 8日 - - 4日    14日 5回 

⑧ 真福寺川・水車橋前 12日 - 21日 - 8日 - - 4日    14日 5回 

⑨ 早野川・馬取橋 12日 - 7日 - 8日 - - 3日    14日 5回 

 
2.3 分析方法 

分析方法は既報 2)～7)を参考とした。前処理フローを図

３に示す。機器分析条件を表３及び表４に示す。 

 

図３ 前処理フロー 

３ 結果及び考察 

調査結果を表５及び表６に示す。検出下限値（以下、MDL）

は、「化学物質環境実態調査実施の手引き（令和２年度

版）」8)に従って算出した。 

3.1.1 カルバマゼピン 

全地点においてMDL以上で検出され、最大濃度は④耕地

橋３月の62 ng/LでPNEC（30 ng/L）を超過しており、

その他、①一の橋、②堰前橋、③平瀬橋、⑥今井仲橋で 

表３ LC/MS/MS条件－１ 

 
PNEC の超過が確認された。また、夏季や秋季に比べ冬季

や春季の方が、濃度が概ね高い傾向が見られた。 

3.1.2 クラリスロマイシン 

全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の360 ng/LでPNEC(50 ng/L)を超過しており、

その他、①一の橋、②堰前橋、③平瀬橋、⑥今井仲橋で

PNEC の超過が確認された。また、夏季や秋季に比べ冬季

や春季の方が、濃度が概ね高い傾向が見られた。 

LC機器 Exion LC AD
カラム CORTECS UPLC C18+ (Φ2.1mm×100㎜、1.6μm)（Waters製）
溶離液 A: 1mM酢酸アンモニウム水溶液

B: メタノール
0〜2分 A: 95 B: 5
2〜15分 A: 95→0 B: 5→100
15〜18分 A: 0 B: 100
18〜22分 A: 95 B: 5

流速 0.4 mL/min
カラム槽温度 40 ℃
注入量 1 μL
試験液の組成 80%メタノール水溶液
MS/MS機器 SCIEX QTRAP 4500
イオン化モード ESI-Positive ESI-Negative
カーテンガス 30 30
コリジョンガス 9 8
イオンスプレー電圧 4500 -4500
温度 500 500
イオンソースガス１ 80 80
イオンソースガス２ 70 70
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表４ LC/MS/MS条件－２ 

 
 

3.1.3 クロタミトン 

全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の1400 ng/Lであった。また、夏季や秋季に比

べ冬季や春季の方が、濃度が概ね高い傾向が見られた。 

3.1.4 ディート 

全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は⑦追

分橋８月の800 ng/Lであった。また、他の物質と異なり、

冬季や春季に比べ夏季や秋季に濃度が高くなる傾向が見

られた。ディートは防虫剤として使われている物質であ

ることから、防虫剤の使用頻度が高い夏季から秋季にか

けて濃度が高くなったと推察される。 

3.1.5 フェキソフェナジン 

全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の9100 ng/Lであった。常に一定量検出されて

いたが、３月や４月に突出して高い濃度で検出がみられ

た。フェキソフェナジンは花粉症の薬として処方薬・市販

薬として使用されており、春の花粉症シーズンの影響に

よるものと推察される。 

3.1.6 ケトチフェン 

１度も検出されない地点も多く、最大濃度は④耕地橋

３月の1.1 ng/Lであり、MDL付近の濃度であった。季節

的な大きな濃度変動はみられなかった。 

3.1.7 スルピリド 

全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋１月の880 ng/Lであった。耕地橋では季節的な大き

な変動はみられず、常に一定量検出されていた。その他の

地点では、夏季や秋季に比べ冬季や春季の方が、濃度が概

ね高い傾向が見られた。 

3.1.8 トリメトプリム 

全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋12月、１月の140 ng/Lであった。夏季や秋季に比

べ冬季や春季の方が、濃度が概ね高い傾向が見られるも

のの、他の物質と比べると季節間の変動は小さかった。 

3.1.9 ジフェンヒドラミン 

全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の510 ng/Lであった。また、①一の橋、②堰前

橋、③平瀬橋、⑤日吉橋において７月に特に高い濃度で検

出された。春季に高い濃度を示した地点もあるが、他の物

質に比べて季節的な大きな変動はみられなかった。 

3.1.10 エピナスチン 
全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の970 ng/Lであった。同じ抗ヒスタミン薬であ

るフェキソフェナジンと同様、花粉症の薬として使用さ

れており、３月、４月に突出して高い濃度で検出がみられ、

その他の月は大きな変動は見られず、常に一定量検出さ

れた。 

3.1.11 エリスロマイシン 
１度も検出されない地点もあり、最大濃度は④耕地橋

３月の76 ng/LでPNEC(20 ng/L)を超過していた。その

他、①一の橋、②堰前橋、③平瀬橋、⑥今井仲橋でPNEC

m/z DP*(V) CE*(V) CXP*(V) m/z DP*(V) CE*(V) CXP*(V)
カルバマゼピン positive 236.8/194.0 50 30 8 236.8/179.2 50 45 8
カルバマゼピン-d 8 positive 244.9/202.5 60 30 15 -
クラリスロマイシン positive 748.5/590.4 104 28 12 748.5/158.2 15 32 8
クラリスロマイシン-13C,d 3 positive 752.5/594.5 90 27 5 -
クロタミトン positive 204.1/68.9 60 39 9 204.1/135.9 30 35 8
クロタミトン-d 5 positive 209.2/141.0 84 25 9 -
ディート positive 192.1/91.0 70 42 8 192.1/118.9 75 25 8
フェキソフェナジン positive 502.3/466.2 111 39 24 502.3/171.3 20 47 8
フェキソフェナジン-d 6 positive 508.2/472.4 116 39 12 -
ケトチフェン positive 309.9/96.3 120 31 7 309.9/233.9 100 45 8
スルピリド positive 342.0/112.3 52 35 8 342.0/213.8 15 42 8
スルピリド-d 3 positive 345.0/112.1 116 37 6 -
トリメトプリム positive 291.1/123.2 115 36 8 291.1/230.2 100 30 8
ジフェンヒドラミン positive 255.9/167.1 41 23 8 255.9/165.0 20 50 8
ジフェンヒドラミン-d 6 positive 261.9/167.2 27 23 3 -
エピナスチン positive 249.9/208.3 112 39 8 249.9/193.1 20 45 8
エリスロマイシン positive 734.6/576.4 96 30 3 734.6/558.5 20 25 8
エリスロマイシン-13C,d 3 positive 738.3/580.6 25 27 5 -
テルミサルタン positive 515.2/497.3 150 47 25 -
テルミサルタン-d 7 positive 522.1/504.3 100 48 9 -
カンデサルタン positive 441.2/263.2 20 15 8 441.2/423.3 16 15 8
ジクロフェナク negative 296.0/251.9 -32 -15 -4 296.0/213.9 -10 -25 -13
ジクロフェナク-d 4 negative 298.0/254.0 -10 -10 -15 -
バルサルタン negative 434.1/179.1 -87 -36 -8 434.1/350.2 -10 -25 -13
バルサルタン-d 9 negative 443.5/179.1 -10 -25 -13 -
ロサルタン negative 421.1/179.1 -30 -30 -10 421.1/156.7 -30 -25 -13
イルベサルタン negative 427.2/193.0 -30 -35 -13 427.2/399.3 -30 -25 -13
イルベサルタン-d 7 negative 434.2/200.2 -30 -25 -13 -
オルメサルタン negative 445.1/167.1 -60 -33 -6 445.1/401.2 -40 -22 -13
オルメサルタン-d 6 negative 451.3/407.4 -40 -22 -13 -

成分名 定量イオン等 確認イオン等イオン化
モード
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の超過が確認された。検出された６地点では、３月にやや

濃度が高くなる傾向が見られた。 

3.1.12 テルミサルタン 
全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の1600 g/LでPNEC(320 ng/L)を超過しており、

常に一定量検出されていた。その他、①一の橋、②堰前橋、

③平瀬橋、⑥今井仲橋でPNECの超過が確認された。夏季

や秋季に比べ冬季や春季の方が、濃度が概ね高い傾向が

見られた。 

3.1.13 カンデサルタン 
全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は①一

の橋１月の95 ng/Lであった。同じ高血圧治療薬である

テルミサルタン同様、④耕地橋では季節的な大きな変動

はみられず、常に一定量検出されていたが、その他の地点

では、夏季や秋季に比べ冬季や春季の方が、濃度が概ね高

い傾向が見られた。 

3.1.14 ジクロフェナク 
全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の230 ng/LでPNEC（66 ng/L）を超過していた。

また、夏季や秋季に比べ冬季や春季の方が、濃度が概ね高

い傾向が見られた。 

3.1.15 バルサルタン 
全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋１月の450 ng/Lであった。全地点で共通した濃度推

移は見られなかったが、毎月調査を行った地点①から⑤

では、１月に特に高濃度になる傾向が見られた。 

3.1.16 ロサルタン 
⑦追分橋を除く全地点において MDL 以上で検出され、

最大濃度は④耕地橋２月の80 ng/Lであった。また、夏

季や秋季に比べ冬季や春季の方が、濃度が概ね高い傾向

が見られた。 

3.1.17 イルベサルタン 
全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月の410 ng/Lであった。同じ高血圧治療薬である

テルミサルタン同様、耕地橋では季節的な大きな変動は

みられず、常に一定量検出されていたが、その他の地点で

は、夏季や秋季に比べ冬季や春季の方が、濃度が概ね高い

傾向が見られた。 

3.1.18 オルメサルタン 
全地点において MDL 以上で検出され、最大濃度は④耕

地橋３月、５月の770 ng/Lであった。同じ高血圧治療薬

であるテルミサルタン同様、耕地橋では季節的な大きな

変動はみられず、常に一定量検出されていたが、その他の

地点では、夏季や秋季に比べ冬季や春季の方が、濃度が概

ね高い傾向が見られた。 

 

 

表５ 調査結果－１（ng/L） 

 

地点① 一の橋 <：MDL未満 −：データなし ：PNEC超過
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 19 17 120 87 130 0.41 72 6.9 11 15 < 130 26 12 20 6.7 39 48
9月 14 15 98 170 130 0.91 64 7.3 8.3 12 < 99 20 < 22 5.5 37 65
10月 13 11 97 33 90 < 32 5.3 10 6.7 < 60 13 < 15 3.8 24 22
11月 25 39 260 29 330 < 140 18 13 29 < 250 45 11 19 11 89 130
12月 36 61 500 41 340 < 180 21 19 35 8.2 320 59 32 27 16 140 190
1月 54 110 760 17 650 < 170 42 46 52 14 470 95 31 110 23 180 230
2月 29 59 470 18 450 < 150 23 24 32 < 270 53 33 44 16 110 170
3月 39 78 520 150 2300 < 230 32 60 190 25 460 69 50 42 25 150 160
4月 34 61 480 32 1900 < 220 26 20 110 20 390 63 28 32 20 140 190
5月 53 53 610 97 750 < 260 29 27 87 19 480 84 30 35 26 200 300
6月 34 46 370 140 480 < 230 19 20 53 17 400 63 19 28 18 140 200
7月 15 17 300 360 100 < 45 6.6 74 12 < 90 19 < 19 5.3 35 38
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000

地点② 堰前橋 <：MDL未満 −：データなし ：PNEC超過
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 19 21 180 180 210 < 130 14 21 14 < 200 33 < 25 9.3 37 89
9月 10 16 93 120 140 < 66 6.8 14 12 < 100 17 < 11 4.8 32 51
10月 9.0 25 92 83 150 < 59 8.0 19 12 < 96 15 < 17 4.9 39 39
11月 21 46 260 45 330 < 120 16 14 30 7.7 230 42 12 22 12 87 120
12月 44 90 570 25 520 < 260 35 23 52 13 410 75 32 42 23 160 250
1月 40 110 670 16 730 < 270 38 47 51 18 500 82 23 150 30 170 200
2月 34 77 570 20 670 < 210 31 22 34 < 360 71 48 56 25 160 220
3月 47 120 690 79 3200 < 270 39 46 220 36 560 85 39 52 28 180 270
4月 29 76 350 44 1800 < 200 24 23 130 22 340 56 23 52 19 130 180
5月 45 55 520 85 990 < 280 32 23 96 22 500 83 14 32 19 170 280
6月 29 54 360 190 490 < 220 20 30 57 19 370 55 < 40 17 120 200
7月 10 17 170 240 120 < 59 8.9 111 14 < 120 17 < 21 6.2 30 44
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000

地点③ 平瀬橋 <：MDL未満 −：データなし ：PNEC超過
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 11 11 130 210 110 < 59 6.5 8.6 8.4 < 110 20 < 17 4.9 25 41
9月 7.2 10 68 140 83 0.67 39 4.5 8.5 7.5 < 72 13 < 16 3.4 22 37
10月 5.7 10 59 94 74 < 27 3.7 7.7 4.9 < 50 10 < 12 2.9 18 23
11月 11 16 110 46 140 < 53 7.4 8.3 9.3 < 110 19 < 17 3.5 34 48
12月 29 48 340 29 320 < 160 19 11 30 8.5 260 50 21 26 12 93 150
1月 26 56 430 20 390 < 180 29 16 31 8.5 300 56 11 86 19 120 120
2月 31 70 530 32 580 < 210 27 20 36 9.9 340 66 42 61 26 160 180
3月 35 72 500 57 2100 < 210 30 22 140 27 370 67 31 63 21 140 200
4月 17 29 170 32 970 < 110 13 7.7 53 11 190 32 12 25 11 69 88
5月 35 33 400 75 650 < 230 22 16 70 15 360 65 10 22 11 120 200
6月 22 35 250 180 340 < 140 13 16 39 13 260 40 10 39 15 84 130
7月 7.7 11 260 260 82 < 34 5.0 200 11 < 72 11 < 12 4.2 20 30
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000
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表６ 調査結果－２（ng/L） 

 

 

3.2 生態リスク評価 

環境省の環境リスク初期評価では、予測環境中濃度（以

下、PEC）とPNECとの比較により、表７のように生態リス

クに関する判定が行われる 9）。 

本調査では、PNEC が示されている 14 物質について、

PECの代わりに実測濃度（以下、EC）を使用してEC/PNEC

を算出し、生態リスクの判定を行った。EC/PNECの最大値

とその生態リスク判定結果を表８に示す。 

 

 

 

表７ 生態リスク判定 

判定 評価の分類 

Ａ １≦PEC/PNEC 
詳細な評価を行う候補と考え

られる。 

Ｂ 0.1≦PEC/PNEC＜１ 
情報収集に努める必要がある

と考えられる。 

Ｃ PEC/PNEC＜0.1 
現時点では作業は必要ないと

考えられる。 

 

 

地点④ 耕地橋 <：MDL未満 −：データなし ：PNEC超過
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 50 170 860 410 1200 0.51 640 84 400 190 32 1300 72 77 130 41 290 560
9月 48 150 660 100 980 < 590 83 190 160 37 1100 70 58 120 29 280 460
10月 41 210 820 60 1300 < 490 100 140 140 40 1100 58 76 70 37 250 330
11月 48 240 930 49 1600 < 740 120 190 180 31 1200 69 89 100 43 290 480
12月 52 260 1300 80 1400 0.49 760 140 250 200 27 1200 68 110 140 64 360 640
1月 47 300 1300 140 1900 < 880 140 320 190 31 1300 87 64 450 65 340 470
2月 46 350 1200 59 2600 < 670 120 350 220 63 1300 90 78 270 80 380 570
3月 62 360 1400 200 9100 1.1 570 130 510 970 76 1600 93 230 220 75 410 770
4月 50 230 740 78 5900 0.82 660 85 400 560 56 1200 66 99 150 51 310 530
5月 51 180 1100 310 2000 0.46 570 96 430 280 46 1300 85 100 160 54 350 770
6月 46 190 680 360 1400 0.47 640 100 340 200 50 1100 81 75 120 43 290 530
7月 46 190 570 440 1200 0.57 680 93 400 150 48 1100 70 78 100 29 320 520
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000

地点⑤ 日吉橋 <：MDL未満 −：データなし
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 3.5 4.8 81 170 78 < 7.5 2.4 6.7 < < 79 13 9.2 47 2.8 24 24
9月 3.2 10 77 360 92 < 14 2.2 8.8 < < 63 14 < 46 3.7 33 38
10月 3.3 8.3 82 110 120 < 11 3.3 5.1 < < 81 17 < 29 3.0 40 34
11月 3.9 6.5 76 33 88 < 14 2.8 5.3 < < 62 10 < 22 2.7 23 6.7
12月 3.3 8.0 69 49 95 < 14 2.9 4.8 1.9 < 71 15 < 49 3.3 37 19
1月 2.9 17 79 48 140 < 17 2.2 7.1 1.0 < 93 19 < 220 < 42 24
2月 2.7 12 67 39 160 < 16 1.9 15 5.8 < 100 19 < 150 3.7 47 28
3月 2.2 10 59 88 540 < 13 1.8 8.7 8.4 < 88 18 < 160 2.5 41 30
4月 4.0 7.5 42 37 270 < 11 1.2 5.7 7.0 < 42 11 < 75 2.7 29 27
5月 4.3 7.8 72 70 130 < 12 1.1 7.2 5.4 < 55 16 < 82 3.6 32 43
6月 3.8 7.5 48 200 84 < 12 1.3 14 5.6 < 54 14 < 52 5.8 34 29
7月 3.1 2.8 25 220 13 < 5.1 7.1 35 2.4 < 30 2.5 < 65 < 3.3 10
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000

地点⑥ 今井仲橋 <：MDL未満 −：データなし ：PNEC超過
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 18 15 180 660 190 < 120 8.8 14 6.2 < 170 29 < 24 8.8 31 91
10月 9.4 21 97 78 140 < 52 6.7 6.4 9.1 < 110 17 < 18 6.8 35 49
12月 44 67 520 100 490 < 230 25 9.2 40 13 440 74 15 24 18 140 210
3月 49 86 700 65 2800 < 250 34 18 140 31 490 89 25 57 31 170 270
7月 11 11 95 200 130 < 81 6.7 18 16 < 130 17 < 15 5.0 32 51
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000

地点⑦ 追分橋 <：MDL未満 −：データなし
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 2.2 4.5 37 800 23 < 7.6 3.1 4.9 1.8 < 15 1.5 < 15 < 4.1 19
10月 9.4 8.0 32 69 17 < 5.1 5.3 6.3 1.8 < 18 2.1 < 5.9 < 7.9 6.3
12月 2.8 16 61 23 35 < 11 12 10 3.2 < 39 6.1 21 18 < 14 29
3月 2.8 15 98 25 170 < 17 2.1 17 9.0 < 29 5.2 < 8.0 < 11 22
7月 2.8 3.6 38 280 190 < 3.4 7.7 15 3.7 < 91 10 < 12 < 3.8 11
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000

地点⑧ 水車橋 <：MDL未満 −：データなし
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 3.0 8.5 100 260 38 < 16 7.0 21 2.6 < 44 8.7 9.4 36 5.3 17 25
10月 9.4 9.0 43 31 32 < 15 4.3 3.6 2.3 < 33 5.5 < 18 3.8 13 9.2
12月 4.3 23 240 31 200 < 130 8.0 11 2.7 < 75 13 < 47 17 69 23
3月 4.7 19 150 37 370 < 83 6.8 8.7 16 13 87 15 14 67 16 60 38
7月 2.9 4.8 43 200 78 < 15 2.5 4.6 2.4 < 43 4.8 < 37 4.0 12 11
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000

地点⑨ 馬取橋 <：MDL未満 −：データなし
測定月 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート フェキソフェナジン ケトチフェン スルピリド トリメトプリム ジフェンヒドラミン エピナスチン エリスロマイシン テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク バルサルタン ロサルタン イルベサルタン オルメサルタン
8月 1.0 5.1 43 200 45 < 1.2 < 4.8 < < 9.4 2.5 < 2.9 3.7 15 6.8
10月 0.92 2.9 73 190 91 0.47 1.0 < 8.5 1.4 < 11 1.7 < 9.3 5.0 32 11
12月 1.5 15 100 15 160 < 3.6 < 4.4 < < 21 3.7 18 23 6.6 57 6.2
3月 1.5 17 87 44 76 < < < 11 2.8 < 17 5.8 51 114 17 37 7.9
7月 1.2 2.6 10 190 44 < 0.40 1.1 3.3 1.3 < 15 1.4 < 47 5.4 10 14
MDL 0.063 0.96 1.6 1.3 1.5 0.41 0.14 0.91 0.69 0.70 6.8 0.38 0.098 8.1 2.6 1.6 0.43 2.0
PNEC 29.7 50 20830 5200 25600 − 100000 1000 − − 20 320 160 66.3 − 25600 12800 8000
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表８ EC/PNEC最大値と生態リスク判定結果 

 

カルバマゼピン、クラリスロマイシン、エリスロマイシ

ン、テルミサルタン、ジクロフェナクがＡ判定、ディート、

フェキソフェナジン、トリメトプリム、カンデサルタンが

Ｂ判定、クロタミトン、スルピリド、ロサルタン、イルベ

サルタン、オルメサルタンがＣ判定となった。ケトチフェ

ン、ジフェンヒドラミン、エピナスチン及びバルサルタン

についてはPNECが示されていないため、引き続き生態リ

スクに関する情報収集が必要である。 

 

４ まとめ 

①一の橋、②堰前橋、③平瀬橋、⑥今井仲橋でカルバマ

ゼピン、クラリスロマイシン、エリスロマイシン、テルミ

サルタン、④耕地橋では前述４物質に加えジクロフェナ

クがPNECを超過していることが確認された。この５物質

については、EC最大値で生態リスク判定すると、Ａと判

定された。また、多くの物質で夏季や秋季に比べ冬季や春

季の方が、濃度が概ね高くなる傾向が見られた。 
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物質名 カルバマゼピン クラリスロマイシン クロタミトン ディート
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最大値 2.1 7.2 0.067 0.15

生態リスク
判定 Ａ Ａ Ｃ Ｂ

物質名 フェキソフェナジン スルピリド トリメトプリム エリスロマイシン
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生態リスク
判定 Ｂ Ｃ Ｂ Ａ

物質名 テルミサルタン カンデサルタン ジクロフェナク ロサルタン
EC/PNEC
最大値 5.0 0.59 3.5 0.0031

生態リスク
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物質名 イルベサルタン オルメサルタン
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